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歴史ある雑誌 IProgress of Theoretical Physics (PTP) Jが2012年末に出版を止め、同時に後継


































である。言うまでもないが、湯川論文は日本数学物理学会の発行する欧文誌 IProceedings of the 
Physico-Mathematical Society of J apanJで発行され、戦後になって数学会と物理学会が分離独
立した。 湯川の依頼はその物理学会発足後すぐであり、その結果PTPの歴史は物理学会の雑誌、
同じ年 1946年に発刊した IJournal of the Physical Society of Japan (JPSJ)Jより長い。 [3]
PTPはある意味幸福なスタートを切った。実際 1946年 8-9月発刊の Vo1.1No.2に、トータ
ル4つ目の論文として、朝永振一郎の論文“ Ona Relativitistically lnvariant Formulation of the 






Lattinger) Liquidsの論文 [5]はメソ系の実験、ひいては 1次元量子系という人工的な設定が現実
のものとなってきた現代では、物性分野の先駆的かっ重要な論文と看倣されるようになっている。







に比べると 78年には 1ドル=180円を突破し、暫く再び円安に振れていたが 85年のプラザ合意







































4実際、 1985年頃から日本人研究者の Phys.Rev. Bへの掲載数が急激に増えている。また多くの雑誌が投稿料フ
リーを語い Phys.Rev.ですら投稿料がただになった時代に高い投稿料の日本の雑誌に出版する経済的メリットはない。
5他に実験分野のない PTPの魅力の欠如等の原因になっている
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